
令和４年12月号　６

特集
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て

　

鶴
居
村
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
第
２
次
鶴
居
村
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
展
開
し
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
「
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
」
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
始
め
よ
う「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」！

鶴居村のごみ排出量

（表1－1）家庭系・事業系別　　　　　（単位：ｔ）
家庭系 事業系 計

H29年度 614 231 845
H30年度 648 222 870
R01年度 639 217 856
R02年度 717 227 944
R03年度 694 199 893

（表1－2）ごみ分別区分別� （単位：ｔ）

可　燃 不　燃 粗　大 資　源 その他
（有害） 計 リサイクル率

H29年度 602 26 7 209 1 845 24.85%
H30年度 618 34 5 211 2 870 24.48%
R01年度 597 35 5 218 1 856 25.58%
R02年度 657 47 7 232 1 944 24.68%
R03年度 616 39 7 230 1 893 25.87%

※その他（有害）は、乾電池・蛍光灯です。

ご
み
処
理
の
現
状

１
．ご
み
の
排
出
量

　

日
本
全
国
で
ど
の
く
ら
い
の
ご
み
が

排
出
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日

本
全
国
で
は
、
令
和
２
年
度
（
最
新

デ
ー
タ
）
に
東
京
ド
ー
ム
約
１
１
２
杯

分
の
４
１
６
７
万
ト
ン
（
１
人
１
日
あ

た
り
９
０
１
グ
ラ
ム
）
の
ご
み
が
排
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
北
海
道

内
の
ご
み
排
出
量
は
、
１
８
１
万
ト
ン

（
１
人
１
日
あ
た
り
９
４
９
グ
ラ
ム
）

で
全
国
の
ご
み
の
約
４
．３
％
は
、
道

内
で
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
居
村
の
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

鶴
居
村
の
過
去
５
年
の
ご
み
の
排
出
量

は
、
表
１
の
と
お
り
で
、
令
和
３
年
度

に
８
９
３
ト
ン
（
１
人
１
日
あ
た
り
９

８
２
グ
ラ
ム
）
の
ご
み
が
排
出
さ
れ
て

お
り
、
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出

量
は
、
全
国
・
北
海
道
よ
り
多
い
状
況

で
す
。
５
年
前
の
平
成
29
年
度
と
比
較

し
て
48
ト
ン
増
加
（
５
．７
％
増
）
し

て
い
ま
す
。

（
注
）
ご
み
量
＝
一
般
廃
棄
物
（
産
業

廃
棄
物
を
除
く
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
状
況
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
令
和
２
年

度
で
全
国
２
０
．０
％
、
北
海
道
２
３
．

４
％
で
す
。
こ
れ
に
対
し
本
村
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
、
令
和
３
年
度
で
２
５
．

９
％
と
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
お
か
げ
で
全
国
・
北
海
道
よ

り
高
い
状
況
で
す
。

▲釧路広域連合清掃工場
　（一般廃棄物処理施設）

（ｔ）



７　令和４年12月号

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

　

で
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

村
で
は
、
令
和
３
年
12
月
に
第
２
次
鶴
居
村

環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
村
民
の
皆

さ
ん
に
計
画
概
要
版
を
配
布
し
た
の
で
、
既
に

ご
承
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
中
で
の
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
い
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
が

取
り
組
め
る
内
容
を
改
め
て
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
『
ご
み
の
減
量
、
分
別
収
集
と
適
正
な
処
理

に
つ
い
て
は
、
資
源
や
物
を
大
切
に
す
る
意
識

を
高
め
、
ご
み
の
排
出
を
抑
制
し
資
源
が
循
環

す
る
生
活
と
経
済
活
動
を
定
着
さ
せ
る
と
と
も

に
、
排
出
さ
れ
た
ご
み
を
適
正
に
処
理
す
る
こ

と
を
方
針
』
と
し
て
、
以
下
の
と
お
り
村
民
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑴
必
要
の
な
い
物
は
買
わ
ず
、
も
ら
わ
ず
、
物

を
大
切
に
し
て
ご
み
の
発
生
を
減
ら
す
と
と

も
に
、
分
別
を
徹
底
し
、
処
理
さ
れ
る
ご
み

を
減
量
す
る
（
生
ご
み
な
ど
水
分
の
多
い
ご

み
の
水
切
り
を
含
み
ま
す
）。

⑵
過
剰
な
包
装
を
控
え
、
マ
イ
バ
ッ
ク
や
マ
イ

ボ
ト
ル
、
マ
イ
容
器
な
ど
を
積
極
的
に
利
用

す
る
。

⑶
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
や

詰
め
替
え
、
交
換
利
用
が
可
能
な
製
品
の
購

入
に
努
め
る
。

⑷
家
庭
で
は
食
べ
残
し
が
出
な
い
よ
う
に
適
量

を
調
理
し
た
り
、
飲
食
店
で
は
適
量
を
注
文

す
る
な
ど
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
。

⑸
「
５
Ｒ
」
の
考
え
方
を
理
解
し
実
践
す
る
。

「
５
Ｒ
」
と
は
… 

①Refuse

（
リ
フ
ュ
ー
ズ
）
：
断
る
…
ご
み

に
な
る
不
用
な
も
の
は
断
る
、
買
わ
な
い
こ

と
。

②Reduce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
：
発
生
抑
制
…

ご
み
の
発
生
量
が
少
な
い
も
の
を
必
要
な
量

だ
け
買
う
こ
と
。

③Reuse

（
リ
ユ
ー
ス
）
：
再
使
用
…
繰
り
返

し
使
っ
た
り
、
不
用
な
も
の
を
交
換
、
寄
付

な
ど
す
る
こ
と
。

④Repair

（
リ
ペ
ア
）
：
修
理
…
壊
れ
た
も

の
な
ど
を
修
理
や
部
品
交
換
し
て
、
長
く
使

う
こ
と
。

⑤Recycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
）
：
再
生
利
用
…

不
用
に
な
っ
た
も
の
を
資
源
と
し
て
再
生
利

用
す
る
こ
と
。�

　

以
上
の
と
お
り
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み

は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
資
す
る
だ
け
で
な
く
、

村
の
貴
重
な
一
般
財
源
負
担
額
を
減
ら
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

村
で
は
平
成
17
年
７
月
の
ご
み
有
料
化
以
来
、

指
定
ご
み
袋
代
を
据
え
置
い
て
い
ま
す
（
直
接

搬
入
の
場
合
の
ご
み
処
理
手
数
料
は
、
平
成
22

年
４
月
に
10
㎏
50
円
か
ら
80
円
に
引
き
上
げ
し

て
い
ま
す
）。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
や
、
増
加
し

て
い
る
村
一
般
会
計
負
担
額
を
少
し
で
も
減
ら

す
た
め
に
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
家
庭
や
事
業
所
内

で
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組

み
を
「
で
き
る
こ
と
か
ら
」
を
進
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

２
．ご
み
の
処
理
費
用

　

次
に
村
内
で
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
処
理
経
費

は
ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
本
村
の
過
去
５

年
の
ご
み
処
理
経
費
は
表
２
の
と
お
り
で
、
令

和
３
年
度
の
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
や
資
源

物
売
払
収
入
な
ど
の
収
入
額
は
、
２
４
，５
１

４
千
円
、
ご
み
の
収
集
運
搬
・
処
分
場
維
持
管

理
費
用
や
釧
路
広
域
連
合
焼
却
炉
の
運
営
費
用

な
ど
の
支
出
額
は
、
６
３
，３
６
２
千
円
、
差

し
引
き
３
８
，８
４
８
千
円
（
１
人
当
た
り
年

間
１
５
，５
９
５
円
）
を
村
の
一
般
財
源
で
ま

か
な
っ
て
い
ま
す
。
５
年
前
の
平
成
29
年
度
と

比
較
し
て
、
村
の
一
般
財
源
負
担
額
が
６
，２

９
３
千
円
増
加
（
１
９
．３
％
増
）
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
村
の
貴
重
な
一
般
財
源
負
担
額
を
減
ら

す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

も
と
、
な
お
一
層
の
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

鶴居村のごみ処理経費

（表2）� （単位：千円）

収　入 支　出 村一般財源
負担額

H29年度 8,993 41,548 32,555
H30年度 9,036 43,473 34,437
R01年度 8,940 40,691 31,751
R02年度 17,390 56,413 39,023
R03年度 24,514 63,362 38,848

※Ｒ2・Ｒ３については、釧路広域連合焼却炉の基幹的
設備改良工事のため歳入・歳出ともに増加している。

（ｔ）




